
レポートの書き方
（実験指針P105~117）



物理学実験の書式
(物理学会の書き方に準じる)

目的 実験の目的

原理 実験の背景や関係式の説明

実験 実験の方法（箇条書きでも良い）

結果 測定結果の表やグラフの説明

考察 実験結果の評価

結論 目的に対する答え

参考文献 参考にした資料の一覧

報告書の書式

学会誌、業界紙の書式
(同じ学科内でも異なるので、研究室で学ぶ)

概要  全体の要約

背景 実験の背景・原理や目的

実験 実験の方法（文章）

結果 測定結果の表やグラフの説明

考察 実験結果の評価

結論 目的に対する答え

参考文献 参考にした資料の一覧



目的

物理学実験の書式

目的では、どのような物理量を、どのよう
な方法で測定し、何を知り、何を理解す
るのかを、1,2行で簡潔にまとめる。



式 式番号

式 式番号

式中の物理量の説明
斜体

式中の物理量の説明
斜体

原理

物理学実験の書式 学会誌、業界紙の書式

日本物理学会誌

Applied Optics (アメリカ光学会誌)

原理では、実験を行うのに必要な関係式（式中の物
理量）の説明する

図1のように・・・と図を用いながら説明する。
式は改行して行の中央に書き、式番号が付けられ。

式 式番号

図

図タイトル

式中の物理量の説明
斜体



実験方法

学会誌、業界紙の書式

実験方法では、実験を繰り返すことが可能となるよ
う、その方法、材料、装置を説明する

実際に実験した方法なので、過去形で書く。
装置は簡単な図を用いて説明
使用した装置には社名型番も書く

装置の社名型番

実験した内容なので
過去形で！

実験方法は図を用いて説明
緻密な図の必要はない

Applied Optics (アメリカ光学会誌)

装置の社名型番

実験した内容なので
過去形で！

物理学実験の書式



結果

物理学実験の書式 学会誌、業界紙の書式

結果では、測定した結果を図や表を用いてまとめ
る。

図表のことではない。図表の特徴や見方を説明
した文章のことであることに注意する。

日本物理学会誌

Applied Optics (アメリカ光学会誌)

図1に○○と××を示す。というような図の説明
文章に続いて、その特徴を説明する。
図のタイトルは図の下に書く。
縦軸、横軸の単位が解るようにする。



結果(表)

学会誌、業界紙の書式

表1に○○と××を示す。というような表の説明
文章から始まる。

表のタイトルは表の上に書く。

表中の単位は見出しにつけ、桁（小数点の位置）
を一致させた方がよい。

罫線は見出しと、一番下だけでよい。

表の名前は、表の上に

物理学実験の書式

23.50     7.850    0.3005    110.52

日本物理学会誌

Applied Optics (アメリカ光学会誌)



考察・結論

考察には、結果が妥当であるかを定性的に検討
した文章をまとめる。

理科年表，物理定数表，各種ハンドブックなどに
参考となる文献値がある場合には比較を行い，
一致するかどうかを確認する．

一致しない場合は最終結果を得る過程に立ちも
どり確認し，一致しない原因・可能性を，文章で
説明する。

物理学実験の書式

結論には、 “目的”に照らし合わせて “検討・考
察”の節で得られた知見を踏まえ簡潔に述べる．

従って，本文中に書かれていない内容は，通常
結論には書けない．また，この部分は，ある程度
は目的の繰り返しになってもかまわない．



この情報のエビデンス（証拠）は？
→ [3] の資料を見ればよい。

参考文献

学会誌、業界紙の書式

レポート・論文中には、他の文献に書かれている
内容を引用する場合が多々ある。どの文献を参
考にしたかを本文中に書くと、本文が見づらくな
る。

そこで参考文献という項目に、参考にした文献を
列挙する。この際に、本文に番号を付ける。
書き方には、細かなルールがある。

物理学実験の書式

日本物理学会誌

Applied Optics (アメリカ光学会誌)
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